
甲武信岳                 山行日：7月 16日（水）晴れ  記：イガ 

コース：自宅 4:20－毛木平（場）7:40/8:00…源流まで 2.1km 地点 9:40/50…千曲川源流

10:50/11:06…縦走路分岐 11:25…甲武信岳 11:50/12:45…分岐 12:58…源流 13:23…ナメ滝

14:08…毛木平 15:30－清里入浴・中央道、東名、海老名 SA経由（往復 400km）―自宅 19:50  

  

 

 

毛木平付近は明るいカラマツの森 

広い駐車場からスタート、この日は私たちを含

め 4組、10名のみの静かな山だった。 

 

 

 

 

マルバダケブキ しばらくすると黄色

の花を咲かせる 

左：中間地点に見られるナメ滝 

 



 

  

 

 

 

左：左岸から右岸へ渡る初めての橋、 

このあと千曲川源流まで数度渡りかえす 

 

下：千曲川信濃川水源地 

 湧水の箇所にプラのコップが備えられ

喉を潤す 

 

水源地標高 2180m 稜線分岐 2355m 

山頂 2475m 急登 50分が待っている 

  

奥秩父縦走路分岐

到着、山頂まであ

と 20分残すのみ 

 私にとっては

48年ぶりの分岐 

左：国師岳方面 

このような道が 5

時間ほど、展望の

ない樹林の道 

 

甲武信岳 
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立派な山頂標識 

 

奥秩父 左奥が国師岳、中央が金峰山その左が小川山 

 

左奥黒金山 

 

小川山 

 

甲武信岳山頂から十文字峠への道標 

当初の予定では向かうつもりだったが、ここま

での体力消耗激しく、峠行はあきらめ往復の行

程に変更した 

 

 

山頂に残るシャクナゲの花 



 

 

 

山頂に咲くイワツツジ 

三宝山その向こうに

十文字峠がある 

 

 

毛木平近くにある石仏 

三峰神社へ、江戸への文字が読み取れる 

 

ベニバナイチヤクソウ 

駐車場周辺には群落がある 


